
熱中症の症状と対処 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R８年７月 

ミライズそら 

保健室 

暑い日が続くようになり、熱中症が心配な時期となりました。体が暑さに慣れていない梅雨明けや急激に気温が

上がった日は、特に注意が必要です。 

子どもは皮膚の抵抗力が弱いので、虫刺されが原因で、とびひなど皮膚疾患になってしまうことがあります。 

●園では虫刺されやじんましんに市販の非ステロイドのかゆみ止め塗り薬【ノピカンテかゆみジェルｍ  

ジャパンメディック株式会社】を使用します。 

●園外保育など活動内容に応じて、市販の虫よけスプレー【虫よけキンチョール DF 大日本除虫株式会社】 

を使用します。 

※使用を控えたい方はお知らせください。 

虫よけ対策 

◎こまめに水分補給 

子どもは新陳代謝が活発です。汗や尿など体から出る水分が多く、脱水を起こしやすいため、のどが渇く前に水分 

補給することが必要です。自ら飲水行動を取れない子どもには、まわりの大人が水分補給を促していきます。 

◎日差しや暑さをやわらげる  

外出時は日差しを遮る帽子をかぶせ、長時間の日差しを避けるために日陰を利用していきます。 

服は、熱がこもらない素材や薄い色を着せ、熱を吸収する黒色は避けます。暑さに応じて衣服を調節しましょう。 

◎屋内でも油断しない  

熱中症は屋外だけでなく、屋内でも発生します。冷房・除湿を適切に使用しましょう。 

◎大人がしっかり見守る  

子どもは遊びに集中してしまうと、のどの渇きや気分の悪さなどに気付くのが遅くなります。大人が子どもの体調 

（顔色・汗のかき方・元気があるなど）を見て、休憩をさせましょう。 

◎日頃から暑さに慣れておく  

暑くなる前から外で体を動かしていると、汗をかいて体温調節ができる体をつくることができ、暑さに強くなります。 

 

熱中症の予防対策 

 

 主な症状 対処方法 

重症度Ⅰ度 

（軽症） 

 

 

・意識がはっきりある 

・手足がしびれる 

・大量の汗 

・筋肉のこむら返り 

・涼しいところに避難し、衣服を緩める 

・水分・塩分を補給する 

・体温が高い場合には体を冷やす 

症状が改善しない場合は医療機関を受診 

重症度Ⅱ度 

（中等症） 

 

・吐き気がする・吐く 

・頭ががんがんする 

・意識がなんとなくおかしい 

・何となく反応がおかしい 

・積極的に体を冷やす→ 脇の下や足の付け根など 

・すぐに医療機関を受診する 

症状が悪化した場合には救急車を要請 

重症度Ⅲ度 

（重症） 

 

・意識がない    ・体が熱い 

・返事がおかしい ・大量の汗 

・まっすぐ歩けない 

・体がひきつる 

直ちに救急車を要請 

※ 到着までの間は積極的に体を冷やす 

・保冷剤や冷えたペットボトルなどを使用して、太い血管の 

通る場所を冷やす（脇の下・足の付け根など） 

 


